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今
年
度
２
回
目
の
防
災
訓
練
「
防
災
フ
ェ
ス
タ
」（
上
志

津
原
町
会
・
防
災
防
犯
委
員
会
・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
）

が
12
月
６
日
、
は
ら
ト
ピ
ア
・
は
ら
公
園
で
約
60
名
が
参

加
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
防
災
意
識
を
高

め
る
た
め
の
座
学
「
防
災
講
話
」
に
耳
を
傾
け
、
日
赤
奉

仕
団
に
よ
る
応
急
処
置
訓
練
で
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
役

立
つ
三
角
巾
の
使
い
方
を
積
極
的
に
学
習
し
て
い
ま
し
た
。 

                

 

今
回
初
の
試
み
と
し
て
、「
防
災
講
話
」
の
中
で
、
し
づ

が
原
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
安
心
安
全
部
会
が
実
施
し
た
都

内
の
防
災
体
験
学
習
施
設「
そ
な
エ
リ
ア
東
京（
江
東
区
）・

本
所
防
災
館（
墨
田
区
）」の
体
験
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
濱
道
ゆ
か
り
安
心
安
全
部
会
長
、
萩
庭
一
彦
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
会
長
が
、
実
際
に
体
で
感
じ
た
防
災
の

重
要
性
を
感
想
と
と
も
に
紹
介
。
避
難
袋
に
家
族
写
真
を

入
れ
て
お
く
と
探
す
と
き
の
手
掛
か
り
に
な
る
こ
と
や
、

ト
ラ
ン
プ
な
ど
が
あ
る
と
避
難
先
で
役
立
つ
と
い
っ
た
、

早
速
実
践
し
た
い
情
報
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
正
し
い
防
災
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
か
を
確

認
す
る
「
防
災
ク
イ
ズ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
択
で
解

答
す
る
問
題
が
合
計
30
問
出
題
さ
れ
、
お
年
寄
り
も
子
供

も
み
ん
な
真
剣
な
表
情
で
、
頭
を
ひ
ね
っ
て
、
鉛
筆
を
転

が
し
て
と
、
楽
し
ん
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

以
上
が
終
わ
る
と
、
恒
例
「
餅
つ
き
大
会
」
へ
と
移
り

ま
し
た
。
は
ら
公
園
の
真
ん
中
に
立
派
な
２
つ
の
臼
が
置

か
れ
、
力
自
慢
が
か
わ
り
が
わ
り
で
一
俵
（
60
㎏
）
を
つ

き
あ
げ
ま
し
た
。
お
餅
は
、
防
災
フ
ェ
ス
タ
の
参
加
者
に

振
舞
わ
れ
、
つ
き
た
て
の
お
餅
を
お
い
し
そ
う
に
頬
張
っ

て
い
ま
し
た
。 

                     

ｚ
ｚ
ｚ 

                                         

      

上
志
津
原
町
会
の
新
年
会
が
１
月
10
日
、 

は
ら
ト
ピ
ア
で
、
町
会
役
員
や
当
年
度
班
長
、 

町
会
関
係
団
体
か
ら
大
人
40
名
、
子
供
11
名 

が
参
加
し
て
、
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

正
月
の
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
町
会
総 

務
の
安
藤
健
太
さ
ん
の
名
司
会
に
よ
り
進
行
。 

初
め
に
、
佐
藤
誠
町
会
長
が
新
年
の
挨
拶
に 

立
ち
、
昨
年
の
町
会
行
事
へ
の
協
力
に
対
し 

感
謝
し
、
今
年
の
支
援
を
依
頼
し
た
。
宮
坂 

明
雄
副
町
会
長
の
発
声
で
、
皆
で
乾
杯
し
て 

歓
談
へ
。
ご
祝
儀
で
渡
邊
勝
雄
さ
ん
、
下
山 

武
久
さ
ん
か
ら
日
本
酒
の
差
し
入
れ
も
あ
り
、 

参
加
者
は
、
暖
か
な
昼
下
が
り
の
心
地
よ
い 

陽
気
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
美
味
し
い
お
酒
と 

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
つ
つ
、
今
年
１
年
間
の 

町
会
活
動
の
充
実
を
語
り
合
い
ま
し
た
。 

 

途
中
、
町
会
新
年
会
係
に
よ
る
企
画
「
○ 

×

ゲ
ー
ム
」
と
「
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」
が
行
わ 

れ
、
年
始
曹
操
運
の
良
い
方
々
は
、
景
品
を 

手
に
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
し
た
。
続
く
「
カ
ラ
オ 

ケ
大
会
」
で
は
、
わ
が
町
の
の
ど
自
慢
が
多 

数
登
壇
し
、
十
八
番
を
熱
唱
し
て
い
ま
し
た
。 

 

最
後
は
、
町
会
新
年
会
係
の
佐
藤
和
子
部 

長
の
中
締
め
で
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 
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防
災
フ
ェ
ス
タ
・
餅
つ
き
大
会 

日
時 

平
成
27
年
12
月
６
日
（
日
）
10
時
か
ら 

上
志
津
原
町
会
新
年
会 

日
時 

平
成
28
年
１
月
10
日(

日)

12
時
か
ら 

佐
藤
部
長
（
左
端
）
の

中
締
め
。
新
年
会
係

の
皆
さ
ん
、
準
備
・
運

営
お
疲
れ
様
で
し
た 

防災クイズの最優秀者 
山下 等さん 

視察報告写真 

大地震が起きたら…国や自治体などの救援体制が十
分に整うまでは、自力で生き残らなければなりませ
ん。その目安は 3日間、72時間と言われています。
72時間、どう生き残るか？ 

（そなエリア東京パンフレットより） 

72時間生き抜く知恵満載のそなエリア 

本所防災館の暴風雨体験 
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双
葉
会
創
立
40
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
12
月
13
日
、

は
ら
ト
ピ
ア
で
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず

会
員
46
名
が
参
集
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

式
典
に
先
立
ち
、
節
目
を
記
念
し
て
全
員
で
記
念
撮
影
。

式
は
、藤
井
輝
夫
副
会
長
の
司
会
で
進
行
。ま
ず
初
め
に
、

池
田
勝
巳
双
葉
会
会
長
が
「
ご
存
知
の
よ
う
に
上
志
津
原

は
、
戦
後
ま
も
な
く
36
軒
の
方
々
が
入
植
し
て
開
拓
さ
れ

た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
私
は
昭
和
42
年
に
越
し
て
以
来
、

町
会
班
長
活
動
を
通
じ
て
、
双
葉
会
創
立
時
の
長
谷
川
さ

ん
、
中
辻
さ
ん
な
ど
古
老
の
方
と
面
識
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
少
な
か
ら
ぬ
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。
佐
倉
出
身
の
長

嶋
茂
雄
氏
の
言
葉
を
少
々
お
借
り
し
て
、
私
は
『
双
葉
会

は
永
遠
で
あ
る
』
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
の
45
周
年
、
50

周
年
へ
と
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
お
体
を
ご
自
愛
い
た
だ
き
、

双
葉
会
の
益
々
の
発
展
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
来
賓
の
佐
藤
誠
上
志
津
原
町
会
長
が
「
こ
の
町

が
大
好
き
で
す
。
こ
の
町
に
は
私
の
故
郷
と
似
た
雰
囲
気

が
あ
る
か
ら
で
す
。
何
が
似
て
い
る
か
と
い
う
と
、
こ
の

町
に
住
む
人
の
思
い
―
優
し
く
思
い
や
り
、
温
か
く
見
守

り
、
熱
く
語
る
、
私
が
子
供
の
頃
に
感
じ
て
い
た
も
の
で

す
。
そ
れ
は
、
こ
こ
に
い
る
皆
様
や
、
開
拓
当
時
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
先
人
の
方
々
の
お
か
げ
で
あ
り
、
こ
の
思
い
を

繋
い
で
い
く
こ
と
が
私
に
与
え
ら
れ
た
役
割
だ
と
思
い
ま

す
。
皆
様
も
50
周
年
、
60
周
年
を
共
に
祝
え
る
よ
う
お
体

を
労
り
つ
つ
、
大
好
き
な
こ
の
町
の
た
め
に
一
層
ご
活
躍

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

創
立
40
周
年
を
記
念
し
た
記
念
品
と
し
て
、
田
上
ア
イ

子
副
会
長
が
「
座
椅
子
10
脚
」
を
紹
介
し
、「
役
員
会
に
お

い
て
皆
が
使
え
る
も
の
に
決
め
ま
し
た
。
は
ら
ト
ピ
ア
に

設
置
し
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
お
使
い
く
だ
さ
い
」と
報
告
。

続
い
て
、
田
上
正
敏
前
会
長
が
音
頭
を
と
っ
て
、
全
員
で

万
歳
三
唱
を
し
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
、「
元
気
で
長
生
き
」
を
テ
ー
マ
に
、
理
学
療
法

士
の
岩
本
絵
己
さ
ん
（
佐
倉
市
高
齢
者
福
祉
課
）
の
記
念

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で
、
自
分
で

活
動
で
き
る
よ
う
「
介
護
予
防
」
の
話
と
、
口
腔
運
動
、

足
指
・
足
関
節
の
運
動
を
み
ん
な
で
実
践
し
ま
し
た
。 

 

山
下
好
さ
ん
の
乾
杯
の
合
図
で
楽
し
み
の
昼
食
会
へ
、

そ
し
て
お
待
ち
か
ね
の
「
演
芸
の
部
」
が
ス
タ
ー
ト
。「
里

の
秋
」
の
合
唱
を
皮
切
り
に
、
カ
ラ
オ
ケ
、
手
品
、
踊
り
、

南
京
玉
す
だ
れ
、
お
面
ダ
ン
ス
な
ど
、
み
な
さ
ん
が
持
ち

芸
を
思
う
存
分
披
露
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

                                 

                                          

                                          

双
葉
会
創
立
四
十
周
年 

記
念
式
典
・
祝
賀
会 

 

日
時 

平
成
27
年
12
月
13
日
（
日
）
９
時
30
分
か
ら 

お隣 下志津・下志津原地区を散策 
 下志津小学校と南志津小学校の学区を活動区域としている「しづ
が原まちづくり協議会」の企画で、ふるさとの歴史や文化を知り、
身近な自然と触れ合うことを目的としたイベント「楽しむウォーキ
ング」が、11月29日に実施され、下は4歳から年配の方まで計
45名（上志津原からも23名が参加）が参加し、「下志津・下志津
原」の史跡を半日かけて巡りました。道中は、わが町の史跡研究家・
宮武孝吉氏の案内と丁寧な解説があり、散策しながら地域の歴史を
学び、肌で感じることができる格好の機会となりました。 
 
 
 
 
 
 
 コースは、高千穂神社（昭和24年建立）～薬師寺奇妙井戸跡地
碑（昭和61年建立）～木戸場・太子堂とめぐり、下志津ふれあい
会館の裏手の木戸場の梵天塚へ。ここは出羽三山参拝の報告碑が立
ち、最古は寛文4年（1664）で、平成13年までの20基近くが
並んでいました。次いで、陸軍砲兵射的学校の境界石～下志津庚申
塚の庚申塔を経て、最後は「日本砲兵揺籃の地」碑へ。下志津は元々、
佐倉藩が幕末に砲術演習場とした場所で、明治19年に陸軍砲兵射
的学校が設立された（明治30年四街道に移転）、日本砲兵の発祥の
地であったという。江戸・明治からの歴史を感じる散策でした。 

上志津原ホームページ 

「ようこそ！わが町上志津原」 

http://kamishizuhara.web.fc2.com/ 

双葉会創立時について―上志津原たより記事より 
 
「上志津原たより」で双葉会創立時を辿ってみました。 
○昭和 50年 10月号「老人クラブ結成について」 

 町会長・民生委員名で「老人クラブ結成についてのアンケー

トは、つくれば加入する意思の方が50名をこえる結果が出ま

した…老人クラブは…より老いてからの生活をよりよくする

ための準備段階…仕事もバリバリやっているし、今から老人

クラブなんて入る気にならない等という人程加入してもらい

たい…近い内に設立準備会」と報告。 

○同 11月号「双葉会（上志津原老人クラブ）誕生」 

 10月 25日、会員 27名が出席し、青年館で挙行された双葉

会発会式の模様と、長谷川定房氏の会長就任を紹介。 

○同 12月号「双葉会の世話人会開催 役員決定について」 

 11月 16日に世話人会を開催、中辻芳雄、山谷野知恵の両副

会長兼世話人ほか役員の選任を紹介。 

※その他に、「佐倉市で、88番目という縁起の良い双葉会

（老人クラブ）が誕生」（昭和51年１月号・砂川浩一町会長

新年挨拶）という記事もみつかりました。 

楽しむウォーキング－下志津・下志津原めぐり 
11月29日（日） （しづが原まちづくり協議会） 演芸の部 

上志津原ホームページより。 

たくさんの写真が紹介されてい

ますので、ぜひご覧ください。 

記念品の座椅子 記念講座「元気で長生き」 
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                                           【
班
長
会
報
告
】（
主
な
事
項
の
み
） 

 

◇
12
月
の
班
長
会
（
12
月
５
日
・
19
時
か
ら
） 

▽
子
供
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

・
バ
ス
遠
足
を
11
月
16
日
に
実
施
。
90
名
が
参
加
、
キ
ッ

ザ
ニ
ア
東
京
（
豊
洲
）
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。 

▽
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

・
公
園
清
掃
は
休
止
。
銀
杏
並
木
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
。 

・
防
災
フ
ェ
ス
タ
、
餅
つ
き
大
会
へ
の
参
加
、
協
力
を
要
請
。 

▽
防
災
防
犯
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

・
パ
ト
ロ
ー
ル
、
防
災
フ
ェ
ス
タ
へ
の
参
加
を
要
請
。 

▽
新
年
会
準
備
状
況
報
告
（
ス
ポ
ー
ツ
新
年
会
係
） 

・
参
加
者
募
集
の
回
覧
、
会
費
集
金
を
依
頼
。 

▽
町
会
長
か
ら 

上
志
津
原
交
差
点
問
題
と
迷
惑
駐
車
問

題
、
佐
倉
市
の
街
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
計
画
に
つ
い
て
報
告
。 

 

◇
１
月
の
班
長
会
（
１
月
９
日
・
19
時
か
ら
） 

▽
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

・
行
政
書
士
相
談
会
を
「
悩
み
ご
と
相
談
会
」
に
変
更
。
相

続
、遺
言
等
の
困
り
事
に
対
応
。ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
。 

・
防
災
フ
ェ
ス
タ
、
餅
つ
き
大
会
、
参
加
へ
の
お
礼
。 

▽
防
災
防
犯
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

・
防
災
防
犯
連
絡
会
（
12
月
27
日
）
の
報
告
。 

▽
新
年
会
準
備
状
況
報
告
（
ス
ポ
ー
ツ
新
年
会
係
） 

・
当
年
度
班
長
へ
会
場
準
備
、
片
付
け
の
協
力
を
依
頼
。 

▽
総
務
か
ら 

次
期
班
長
へ
班
長
会
へ
の
出
席
依
頼
と
、担

当
役
員
決
定
・
業
務
引
き
継
ぎ
の
準
備
を
要
請
。 

 

◇
２
月
の
班
長
会
（
２
月
６
日
・
19
時
か
ら
） 

▽
子
供
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

・
６
年
生
を
送
る
会
：
３
月
25
日
、
今
年
は
自
治
会
館
で

は
な
く
飲
食
店
「
す
た
み
な
太
郎
」
で
実
施
予
定
。 

▽
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

・
１
月
「
悩
み
ご
と
相
談
会
」
は
５
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。 

・
毎
年
５
月
に
実
施
の
「
は
ら
公
園
の
大
鯉
の
ぼ
り
」
の
た

め
、
不
要
に
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
の
寄
贈
を
募
集
予
定
。 

▽
防
災
防
犯
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

・
第
２
回
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
：
４
月
初
旬
実
施
予
定
。 

▽
新
年
会
実
施
報
告
（
ス
ポ
ー
ツ
新
年
会
係
） 

・
大
人
41
名
、
子
供
７
名
が
参
加
、
盛
会
裡
に
実
施
。
次

回
、子
供
が
参
加
し
や
す
い
配
慮
を
等
、検
討
事
項
確
認
。 

▽
副
町
会
長
か
ら 

街
灯
工
事
完
了
、新
設
３
、撤
去
１
件
。 

▽
町
会
長
か
ら 

玉
木
一
班
へ
の
転
入
が
多
く
、
現
在
55

世
帯
に
。当
年
度
駒
木
班
長
に
班
内
の
方
々
と
調
整
い
た

だ
き
、
次
年
度
は
２
つ
に
分
班
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。 

2月 28日（日） ひなまつり昼食会 （社協） 

12月 27日（土） 書初め大会 （社協） 1月 30日（土） 手作り味噌に挑戦 （社協） 

12月 12日（土）、2月 13日（土） 森の茶屋 （社協） 

 12月12日は、「つながる笑顔の輪」（代表根岸英昭氏）により、
ギターの生伴奏に合わせて「高原列車は行く」などの懐メロを参加者
みんなで合唱。途中、スクリーンを使った電子紙芝居「めがねやとど
ろぼう」「あかんぼばあさん」が披露され、笑い声が溢れていました。 

 正月の風物詩「書初め大会」が、今年は書き納めの年末27日13
時からはらトピアで行われました。冬休みの宿題を抱えた子供たち
10 名と書を楽しむ会の 14 名が参加。柗戸紫淑先生の「筆を立て
て」「ゆっくり」との指導の下、真剣に、楽しみながら、真っ白い和
紙に向かっていました。「皆さん上手に書けていました」と柗戸先生。 

 厳しい冷え込みの1月末、恒例イベント「手作り味噌」づくりが
行われ、はらトピアは大豆の香りと湯気で包まれていました。社協
さんが計40キロの大豆を水で戻し、煮るところまで準備。ゆでた
大豆を丁寧につぶし、米こうじ・塩をまぜ、消毒した容器に隙間な
く詰め込んで仕込み完了。出来上がりの10月が待ち遠しいです。 

 2月28日、「ひなまつり昼食会」が開催され、大人 19名、子ど
も5名が参加しました。雛人形が飾られ、暖かい日差しに早春を感じ
させる会場で、社協のみなさんによる手作りのちらし寿司、すまし汁、
お汁粉が振舞われました。マリック伊藤さん（伊藤昌弘氏）のマジッ
クや社協さんによるスクリーンを使ったゲーム「間違い探し」「こと
ばクイズ」、「笑いヨガ・ミュージック」で楽しい時間を過ごしました。 

 2月13日は、転倒や認知症の予防に効果的な「ふまねっと運動」
（指導：長田紀子さん）を体験。50㎝四方のマスが縦8列、横3
列並んだ網を使用。手拍子に合わせ規則的に歩を進めるだけだが、
意外と難しい。課題をクリアできたら、自然と笑顔でハイタッチに。 

手
間
を
か
け
て 

豆
か
ら
手
作
り 
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２
月
13
日
、
佐
倉
市
立
南
志
津
小
学
校
で
行
わ
れ
た
「
あ

り
が
と
う
の
会
」
と
「
教
育
ミ
ニ
集
会
」
を
報
告
し
ま
す
。 

 

◇
あ
り
が
と
う
の
会 

 

毎
年
、
学
校
行
事
等
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
を
招

い
て
、
全
校
児
童
か
ら
直
接
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る

機
会
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

全
校
児
童
が
集
ま
る
小
学
校
体
育
館
で
、
上
志
津
原
を

含
む
学
区
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
学
校
運

営
委
員
、
自
治
会
長
・
役
員
、
し
づ
が
原
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
、
各
種
学
校
行
事
協
力
者
が
招
待
。
一
人
一
人
紹
介

に
続
き
、
全
校
児
童
か
ら
歌
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
曲
「
大

切
な
も
の
」を
大
き
な
声
で
合
唱
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

児
童
代
表
の
６
年
生
２
名
が
感
謝
の
こ
と
ば
を
披
露
し
、

「
横
断
歩
道
や
曲
が
り
角
な
ど
気
を
付
け
て
歩
か
な
い
と

い
け
な
い
道
に
は
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
方
が
毎
日
立
っ

て
く
だ
さ
っ
て
お
り
、
い
つ
も
笑
顔
で
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
方
に
挨
拶
し
て
い
た
だ
く
と
、

よ
し
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」
な
ど
、

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
手
紙
を
朗
読
し
ま
し
た
。 

                

◇
教
育
ミ
ニ
集
会 

 

「
あ
り
が
と
う
の
会
」
終
了
後
、
初
の
試
み
と
し
て
「
教

育
ミ
ニ
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
「
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
連
携
～
子
供
た
ち
の
安
全
を
守
る
～
」
の

下
、
学
校
職
員
や
学
校
運
営
委
員
を
は
じ
め
、
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
各
自
治
会
代
表
者
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
安
心
安
全
部
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
（
本
部
・
校
外
・

学
年
）、
保
護
者
な
ど
約
50
名
が
小
学
校
の
地
域
学
習
室

に
参
集
し
、
通
学
路
の
危
険
個
所
、
見
守
り
方
法
な
ど
を

話
し
合
い
ま
し
た
。
次
の
よ
う
な
問
題
点
、
意
見
等
が
上

げ
ら
れ
る
な
ど
、
熱
心
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

・
子
供
が
危
う
く
轢
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

・
家
庭
の
安
全
教
育
が
重
要
。
保
護
者
に
も
っ
と
協
力
を
。 

・
新
設
の
通
学
路
、
保
護
者
だ
け
の
見
守
り
で
は
不
安
。 

・
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
を
配
置
し
て
欲
し
い
が
、
人
手
不
足
。 

・
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
、
高
齢
化
で
負
担
が
大
き
い
。 

・
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
や
子
供
１
１
０
番
の
募
集
で
、
自
治
会

と
学
校
と
の
協
力
や
、
見
や
す
い
手
紙
の
配
布
で
工
夫
。 

                        

                                          

 
 

今
年
度
の
全
会
議
終
了
、
役
員
留
任 

12
月
・
２
月
防
災
防
犯
連
絡
会
・
会
議
か
ら 

  

防
災
防
犯
連
絡
会
が
12
月
27
日
と
２
月
21
日
の

両
日
、
は
ら
ト
ピ
ア
で
開
催
さ
れ
、
両
日
と
も
10
名
を

超
す
関
係
者
ら
の
参
加
を
得
て
、
積
極
的
な
意
見
交
換
、

課
題
確
認
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

12
月
は
防
災
フ
ェ
ス
タ
の
報
告
・
反
省
と
年
末
年
始

特
別
警
戒
に
つ
い
て
確
認
。
児
童
通
学
状
況
に
つ
い
て

は
、
小
学
校
の
送
迎
に
よ
る
駐
車
問
題
な
ど
を
検
討
。

ま
た
、
迷
惑
駐
車
問
題
の
事
案
に
つ
い
て
、
経
過
と
対

応
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

年
度
最
後
の
２
月
は
、
町
会
内
に
市
が
建
設
予
定
の

保
育
園
新
設
に
つ
い
て
、
現
状
と
問
題
点
の
報
告
・
確

認
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
安
心
安
全
部

会
か
ら
は
、
自
転
車
カ
ゴ
に
取
り
付
け
る
プ
レ
ー
ト
の

作
成
報
告
と
配
付
方
法
に
つ
い
て
報
告
。
ま
た
、
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
協
力
者
集
め
に
つ
い

て
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。
な
お
、
２
月
の
会
議
で
、

当
年
度
の
会
計
確
認
と
、
次
年
度
の
委
員
会
体
制
と
し

て
会
長
・
副
会
長
・
事
務
局
の
留
任
が
決
定
し
ま
し
た
。 

 

防
災
防
犯
連
絡
会
は
、「
町
を
良
く
し
た
い
」「
防
災

防
犯
の
問
題
に
興
味
関
心
が
あ
る
」
方
な
ら
、
誰
で
も

参
加
可
能
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

編
集
後
記 

 
 

今
号
は
、
年
末
の
「
防
災
フ
ェ
ス
タ
」
か
ら
年
度
末
ま
で
の

各
種
行
事
等
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。 

 

今
号
が
、今
年
度
の
広
報
係
３
名
に
よ
る
最
後
の
は
ら
た
よ

り
と
な
り
ま
す
。
町
会
の
活
発
な
活
動
、
は
ら
の
皆
様
の
元
気

な
姿
を
紙
面
で
紹
介
し
よ
う
と
、
編
集
作
業
に
努
め
て
き
ま
し

た
が
、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
最
後
に
、
取
材
で
ご
協

力
い
た
だ
い
た
方
々
、
そ
し
て
、
毎
号
発
行
が
遅
れ
な
が
ら
も

楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

南
志
津
小
学
校 

あ
り
が
と
う
の
会
・
教
育
ミ
ニ
集
会 

日
時 
平
成
28
年
２
月
13
日
（
日
）
９
時
55
分
か
ら 

主
催 

佐
倉
市
立
南
志
津
小
学
校 

《 

投 

稿 

箱 

》 
  

今
年
１
月
、「
は
ら
た
よ
り
を
心
待
ち
に
し
て
読
ん
で
い

る
者
の
一
人
で
す
。
投
稿
す
る
こ
と
に
戸
惑
い
ま
し
た
が
、

思
い
切
っ
て
出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
い
う
手
紙
と
と

も
に
投
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

◇ 
 
 
 
 

◇ 

「
上
志
津
原
の
自
慢
の
銀
杏
並
木
が
今
年
も
美
し
い
。
特

に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
夜
の
晴
れ
舞
台
に
は
、
思
わ
ず

拍
手
を
送
り
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。 

 

個
人
的
な
こ
と
な
の
で
す
が
、
４
年
ぶ
り
に
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
か
ら
帰
国
し
た
娘
が
、
そ
の
美
し
さ
を
写
真
に
撮

り
、
知
人
に
言
葉
を
添
え
て
送
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

す
る
と
返
事
が
―
―
自
然
の
風
景
は
よ
く
こ
の
国
に
似

て
い
る
が
、
私
が
驚
い
た
の
は
歩
道
に
ゴ
ミ
一
つ
な
い
こ

と
と
、
並
木
を
照
ら
し
て
い
る
光
の
美
し
さ
に
感
動
を
受

け
た
―
―
と
讃
え
ら
れ
、
わ
が
故
郷
に
誇
り
を
覚
え
た
よ

う
で
す
。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
Ｈ
・
Ｋ
） 

◇ 
 
 
 
 

◇ 

 

銀
杏
並
木
の
ラ
イ
ト 

ア
ッ
プ
は
、
ま
ち
づ
く 

り
委
員
会
と
町
会
有
志 

に
よ
り
設
置
さ
れ
、
春 

の
桜
並
木
の
ラ
イ
ト
ア 

ッ
プ
と
と
も
に
、
道
行 

く
人
の
目
を
楽
し
ま
せ 

る
、
町
の
名
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
ど

お
り
は
、
町
会
の
幹
線
道
路
清
掃
や
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

の
花
壇
整
備
な
ど
町
ぐ
る
み
の
美
化
活
動
に
よ
り
き
れ
い

に
整
備
さ
れ
、
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

町
の
歴
史
と
と
も
に
あ
る
ふ
れ
あ
い
ど
お
り
を
、
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

 

町
会
広
報
係
で
は
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
感
想
、
掲
載
し

て
ほ
し
い
記
事
な
ど
町
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
は
ら
ト
ピ
ア
玄
関
の
「
投
稿
箱
」（
玄
関
向

か
っ
て
左
側
、
白
い
木
製
の
ポ
ス
ト
）
へ
投
函
く
だ
さ
い
。

な
お
、
無
記
名
の
投
稿
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

平
成
28
年
度
班
長 

顔
合
わ
せ
・
係
決
め 

３
月
班
長
会
か
ら 

  

２
月
６
日
の
定
例
班
長

会
の
後
、
次
期
・
平
成
28
年

度
班
長
さ
ん
の
顔
合
わ
せ

と
、
担
当
係
決
め
が
行
わ

れ
、
副
町
会
長
以
下
、
各
担

当
係
が
ス
ム
ー
ズ
に
決
ま

り
、
約
１
時
間
で
終
了
。
翌

月
の
３
月
５
日
の
定
例
班

長
会
で
は
、
各
係
の
引
継
ぎ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

次
期
班
長
と
担
当
係
の

紹
介
は
、
次
期
広
報
係
に
よ

る
次
号
で
紹
介
予
定
で
す
。 

上・歌のプレゼント 下・感謝のことば 

▼スクールガードボランティアとは 
 
南志津小学校では、スクールガード

さんが児童の登下校時、交差点や横断
箇所に立って、暑い日も寒い日も、雨の
日も風の日も、子供たちの安全を見守
ってくださっています。 
スクールガードボランティアは小学

校への登録制で、緑のベストを着用し、
平日の登校時間（７時30分から８時）
と下校時間（15時から15時30分）
に、通学路に立って誘導しています。 
現在、南志津小学校のスクールガー

ドさんは、岡村俊介さん、矢吹吉弘さ
ん、荒木和代さん、江口すみ子さん、池
田勝己さん、鵜沢治雄さん、佐藤融子さ
ん、川口紀子さん、五十嵐秀子さん、鈴
木稔さん、益子明さん、早坂孝夫さん、
原野孝子さん、中野勇さんの皆様です。 
 

児童通過数の通学路図で危険個所を確認 


